淡江大學2008學年度第1 學期課程教學計畫表
壹、科目名稱：日語修辭學
貳、授課老師：富田哲

參、開課系所班級：日文系四年級C班
肆、必選修：必修

伍、學分數：2學分

陸、先修科目：沒有
柒、教學內容及進度：

　この授業では、使用の実例をできるかぎり参照しながら日本語の修辞について考えていきたいと思います。たとえば、テレビコマーシャルや広告、小説、歌詞、映画のせりふなど、さまざまな実例をとりあげる予定です。またみなさん自身にもいろいろな修辞表現を創作してもらいたいと思います。
　この授業の重点は、さまざまな修辞表現の暗記することではありません(もちろん暗記自体はある程度必要かもしれませんが)。修辞を適切に使い効果的に表現できるようになること、またある修辞がどのような文脈で、どのような効果をねらって使われているのかを分析できるようになることにあります。
中間・期末試験も以上のようなねらいに沿って出題されます。事前に文例を覚えてくるだけの勉強ではあまり点数がとれません。
　みなさんの能動的な取り組みを重視し、宿題も何回か課しますので、そのつもりで受講されるよう希望します。
捌、授課方式：課堂講授、分組討論

玖、教學設備：電腦

拾、教材課本：陳伯陶『日本語と修辞』大新書店、2003年
成績考核方式：

	
	期中考成績：  40  ％

	
	期末考成績：  40  ％

	
	作業：    20  ％


